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下
の
写
真
を
見
て
感
じ
る
こ

と
は
？　

考
え
る
こ
と
は
？

杉
）
戦
争
・
難
民
・
貧
困
や
災
害

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
。
だ
け
ど
、

左
の
写
真
は
皆
が
輝
い
て
い
る

目
・
表
情
だ
！ 

右
の
写
真
は
不

安
そ
う
で
、
心
配
に
な
る･･･

。

　
　

日
本
の
生
活
と
は
異
な
る
雰

囲
気
を
感
じ
る
よ
ネ
。

　

「
幸
せ
と
は
何
か
」
を
考
え
る

際
に
、
私
自
身
、
視
野
を
広
げ
て

　

衣
・
食
・
住
は
過
剰
で
も
幸
せ

感
は
乏
し
い
。
飢
え
・
栄
養
障
害

に
至
ら
な
い
最
低
限
の
衣
食
住
を

根
底
に
、
水
・
空
気
・
安
全
に
恵

ま
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
智
頭

町
は
世
界
に
誇
れ
ま
す
。

　
　

子
ど
も
の
立
場
か
ら
は
、
学

校
に
通
い
、
教
育
が
受
け
ら
れ
る

こ
と
も
重
要
な
の
だ
！

　
　

人
と
人
の
関
係
性
も
ネ
。

　

写
真
の
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

幸
せ
の
要
素
は
ど
う
な
の
か
な
？

　

そ
の
上
に
、
人
と
人
の
関
係
性

が
豊
か
で
あ
る
こ
と
が
幸
せ
の
要

素
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

「
あ
り
が
と
う
・
う
れ
し
い
・
ス

テ
キ
だ
」
が
通
い
合
う
家
族
・
地

域
の
仲
間
や
ク
ラ
ス
・
学
校
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
今
日
の
日
本
で
幸
せ

感
が
乏
し
い
。

　

写
真
左
の
目
の
輝
き
・
表
情
に

劣
る
日
本
の
子
ど
も
た
ち
・
大
人

連載 ♪ 第８回

小児科 大谷恭一

幸
せ
と
は
何
か
（
上
）

　
　

学
校
に
通
え
な
い
と
か
、
教

科
書
や
ノ
ー
ト
・
鉛
筆
が
不
充
分

と
か･･･

。

　
　

飲
み
水
が
汚
染
さ
れ
て
い
る

と
か
、
安
心
し
て
眠
る
家
や
布
団

は
ど
う
か
し
ら
。

　

戦
い
が
あ
る
と
、
安
全
に
眠
る

こ
と
も
で
き
な
い･･･

。

考
え
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
り

ま
す
。

　

「
幸
せ
と
は
何
か
」
を
考
え
る

に
は
、
ご
家
族
・
お
仲
間
な
ど
、

皆
が
意
見
を
出
し
合
っ
て
、
イ

メ
ー
ジ
を
整
え
る
作
業
は
、
と
て

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
回
は
大
谷
先
生
の
お
考
え

だ
ネ
。

　
　

幸
せ
の
要
素
に
は
、衣
食
住
、

水
・
空
気
・
安
全
が
大
切
だ
わ
。

が
多
い
の
で
す
。
現
代
の
日
本
で

は
、
世
代
を
問
わ
ず
、
テ
レ
ビ
・

ゲ
ー
ム
類
や
ス
マ
ホ
な
ど
に
、
い

わ
ば
囚
わ
れ
の
身
に
な
り
、
本
来

の
家
族
と
し
て
の
関
係
性
を
損

な
っ
て
い
る
の
で
す
。
幸
せ
を
享

受
で
き
る
土
台
が
あ
る
の
に
、
い

わ
ば
『
情
報
機
器
の
奴
隷
』
に
陥

り
、
幸
せ
感
が
損
な
わ
れ
る
の
で

す
。　

　

大
脳
は
、
環
境
の
影
響
を
受
け

易
い
の
で
、
家
族
・
地
域
ぐ
る
み

で
解
放
し
、
幸
せ
感
を
高
め
て
欲

し
い
と
心
か
ら
願
い
ま
す
。

　
ご
意
見
・
感
想
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。（
智
頭
病
院  

総
務
課
）

　
　

日
本
は
自
由
な
言
動
が
保
障

さ
れ
、
安
心
し
て
眠
り
、
言
動
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
こ
の
こ
と

自
体
、
幸
せ
な
の
で
す
。

　

「
幸
せ
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
、

私
な
り
に
考
え
、
図
示
し
て
、
依

頼
講
演
の
際
な
ど
で
お
話
し
て
い

ま
す
。

つたな
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智
頭
病
院
の
「
地
域
医
療
連
携

室
」
か
。
ボ
ク
知
ら
な
か
っ
た
。

　
　

私
も
良
く
分
か
ら
な
か
っ
た
の

で
、
訪
ね
ま
し
た
。

　

連
携
室
は
平
成
22
年
に
設
置
さ

れ
、
今
年
４
月
に
旧
耳
鼻
科
外
来
付

近
に
移
動
し
ま
し
た
。
外
光
の
入
る

明
る
い
所
で
、
応
接
も
ゆ
っ
た
り
と

可
能
で
す
。

　

室
長
の
小
谷
看
護
師
長
さ
ん
が
応

接
中
で
し
た
。
了
解
を
い
た
だ
き
、

応
対
を
体
験
し
た
の
。 

　
　

穏
や
か
な
表
情
の
女
性
も
！

　
　

退
院
支
援
専
従
の
浮
田
看
護
師

さ
ん
な
の
よ
。
智
頭
町
ほ
の
ぼ
の
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
と
連
携
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
ん
に
ち
は

地
域
医
療
連
携
室
で
す

　
　

「
介
護
認
定　

要
介
護
５　

施

設
入
所
希
望
が
あ
り
、
施
設
の
申
込

み
手
順
を
説
明
中
」
で
し
た
。

　
　

フ
ー
ン
。
地
域
生
活
・
在
宅
生

活
を
支
え
る
大
切
な
場
面
だ
ネ
。

　

ス
タ
ッ
フ
に
は
か
っ
こ
い
い
男
性

も
お
ら
れ
る
！

　
　

「
出
前
講
座
」
と
は
？

　
　

病
院
の
専
門
職
が
、
内
容
に
応

じ
て
チ
ー
ム
で
出
か
け
ま
す
。

　

連
携
室
は
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
」
な
ど
を
解
説
し
ま
す
。

　
　

ご
関
心
・
希
望
の
あ
る
方
は
、

智
頭
病
院
に
電
話
を
し
、「
連
携
室
」

を
呼
出
し
て
く
だ
さ
い
！

　
　

地
域
連
携
室
専
従
の
奥
本
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）

さ
ん
で
す
。

　

私
が
訪
問
し
た
際
に
は
、
鳥
取
市

内
の
病
院
の
連
携
室
と
電
話
中
で
し

た
。

　

中
央
病
院
・
市
立
病
院
な
ど
の
連

携
室
と
情
報
授
受
を
し
、
受
診
紹
介
・

転
院
の
調
整
を
、
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
行
う
こ
と
で
、
地
域
医
療
に
貢

献
し
て
い
る
の
よ
。

　
　

医
療
機
関
や
福
祉
関
係
で
、
連

携
を
必
要
と
し
て
お
ら
れ
る
方
・
ご

家
族
の
了
解
を
い
た
だ
い
て
、
質
の

高
い
医
療
・
福
祉
の
支
援
策
を
構
築

し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
ね
。

　

一
つ
の
病
院
で
の
医
療
に
留
ま
ら

ず
、
医
療
機
関
の
専
門
性
な
ど
を
活

か
し
、
か
つ
、
智
頭
町
内
の
福
祉
関

係
の
諸
機
関
と
連
携
を
密
に
し
て
、

住
み
や
す
い
智
頭
町
、
誇
れ
る
智
頭

町
と
す
る
た
め
の
一
翼
を
担
っ
て
い

る
ん
だ
ネ
！

　
　

笑
顔
が
ス
テ
キ
な
師
長
さ
ん
！

ど
ん
な
内
容
だ
っ
た
の
？

　
　

地
域
医
療
連
携
室
の
役
割
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎患者さんの紹介・逆紹介
他医療機関や福祉施設との調整・連携の窓口になります。
◎退院支援
入院初期から、病院担当者、町の福祉関係者と連携し、支援します。
◎医療・福祉相談
患者・ご家族からの諸問題について相談に応じます。
◎広報活動
他機関を訪問し、退院支援等についての情報交換を行います。
◎その他
地域包括ケアシステム構築の促進を図ります。
地域からの要望にお応えし、「出前講座」をいたします。


